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ＲＩ会長 ウィリアム ．Ｂ ．ボイド「率 先 し よ う 」

◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １
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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 小野寺 一昭 ◎ 幹 事 芦川 征史
○ 副会長 比留間 重次 ○ 副幹事 峯岸 一郎
□ 会報雑誌委員長 野島 征 副委員長 原田 友義

委 員 小林均 網代雅男 内野均 後藤正次

1 7 0 1 回 例 会 報 告 （ 2 0 0 7 年 2 月 2 8 日 ）

「 本 来 無 東 西 － 心 は 一 つ 」

点 鐘

斉 唱

司 会 後藤 正次 ＳＡＡ委員

（ 小野寺 一昭 会長 ）

我等の生業

（ 小野寺 一昭 会長 ）

卓話講師 沢井 三雄 様

来 客

○ 地区大会参加礼状が届いています。

・ガバナー・実行委員会・ガバナー補佐・分区幹事

○ ＩＭについて、お願い
・多数の参加

・車では乗り合せての来場を

・バス利用のクラブは早目に申し出を

○ 伊奈平苑より
ホームだより「いなだいら」を頂きました。

○ 分区連絡会の案内（新旧）

4月8日（日）13:30受付 14:00開会

・石和温泉 糸柳
ゴルフコンペ 4月9日 境川カントリー倶楽部

会務報告 （ 小野寺 一昭 会長 ）

出席報告 （ 石井 賢司 出席副委員長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 28名 82.35％
地区大会全員会員登

○ 事務局移転
葛飾東ＲＣ（2月19日より）
葛飾区柴又4-25-18 ＴＥＬＦＡＸは変更なし

○ 例会場変更
池袋ＲＣ（4月5日より） ホテルメトロポリタンへ
豊島区西池袋1-6-1（池袋西口）

○ 例会変更
板橋セントラルＲＣ
4月6日→5日、板橋ＲＣ創立40周年式典

○ ＩＭにあたりお願い
・胸章を持参
・事務局の派遣

幹事報告 （ 芦川 征史 幹事）



小野寺一昭会長⇒2月14日、15日の地区大会へ多数の会員、
奥様の出席ありがとうございました。又2月22日の東村山
40周年記念式典への出席ありがとうございました。
比留間市郎会員⇒先日の自民党の三多摩議員連絡協議会の
総会で会長に推薦されました。今後共市政発展の為、努力
するつもりですのでよろしくお願い致します。

◆ 今回計１３,０００円 累 計１,１５４,０００円

ニコニコＢＯＸ （小林 均 親睦委員）委員会報告

○ 比留間 重次 副会長
2月26日に上野の精養軒でＰＥＴＳがあり出席してきました。

○ 田中 伸彦 親睦委員長
親睦旅行の出欠表をまわしますので記入をお願いします。

○主要一般紙の発行部数
日本ＡＢＣ協会調べ、06年1-6月平均

（Ａ）全国紙ー日経（経済を中心にした一般紙）
304万部、朝日809万部、毎日397万部、読売1004万部、
産経219万部（実質的販売地域は首都圏、中京圏、近畿圏）

（Ｂ）ブロック紙ー北海道新聞121万部、東京新聞59万部、
中日新聞276万部、西日本新聞85万部

（Ｃ）スポーツ紙（スポーツを中心にした一般紙）ー駅売り
が中心で、販売部数の変動が激しく、調査対象にしてい

ない
（Ｄ）夕刊部数ー夕刊専門紙は別にして、朝夕刊セットの場

合、夕刊部数は発行部数に加算しない
（Ｅ）総発行部数－日本全国では約4650万部の朝刊が毎日発

行されている

○日経新聞の印刷ネットワーク
（Ａ）北は札幌から南は鹿児島まで、国内では25か所。海外

では、ニューヨーク、ロサンゼルス、香港、バンコク、
シンガポール、シドニー、ロンドン、ヘーレン（オラン

ダ）の8か所
（Ｂ）海外印刷は「日本と同時点で同じ経済情報を入手する

ことが海外での仕事に不可欠」という現地の日本企業ビ
ジネスマンからの強い要望による

○日経新聞の情報量（記事量）
（Ａ）通常朝刊平均の40ページで計算すると、1行11文字 ×

78行×15段×40ページ÷2＝257400文字。これは400ペー
ジの文庫本1冊の情報量

（Ｂ）このほかに、通常20ページの夕刊があり、また土、日
曜日には別刷特集なども付く

（Ｃ）10数年前までは、新聞の1行は15文字、1段90行だった
が、現在は11文字、78行。その分だけ記事量は減ったが、
文字が大きくなり、読みやすくなっている。

○経済記事は 「官」 「民」 「市場」 に3別される
（Ａ）「官」は政府の省庁、日銀などが発表するさまざまな

施策、国家予算、方針、統計、調査資料など。都道府県・
市町村の経済施策予算などもこれに含まれる。

（Ｂ）「民」日本国内、国外の民間企業・団体などのさまざ
まな活動状況や調査資料、会社人事など。新聞社が発表

する各種経済調査もこれに含まれる
（Ｃ）「市場」は株価一覧表、日経平均株価、外国為替相場

（円・ドル、円・ユーロ相場など）、金利生鮮食品相場、
各種商品相場など自由市場経済のなかで形勢される相場、
価格動向の数字や記事

（Ｄ）毎日の掲載記事量に占める経済記事の割合は、日経が
圧倒的に多く、他紙をリードしているのは新聞の性格上

当然だが、近ごろは他紙も日経に追随、経済記事を増や す
傾向にある

○忙しいときの効率的な記事の読み方
（Ａ）まず、1面から最終面までページを手早くめくり、大き

な見出しに目を通す。これでその日の新聞の重要記事が
何であるかが大体分かる。

（Ｂ）次に、自分の仕事、商売に直接関係ある記事を読む。
そういう記事なら内容が分かりやすく、新聞を読むこと

に自信がつく。さらに時間があれば、自分の仕事、商売 に
間接的に関係する企業や業界の記事を読み、関連業界 への
関心を高めていく。読む記事が増えると、視野が広 がる
（Ｃ）自分の仕事関連の記事が何ページにあるか欄外の「面

表記」（黒地白抜き）で覚えておく
（Ｄ）ここで重要なのは「記事を全部読もう」と思わないこと（実際問題として読めない）。「全部読もう」と構え

ると、あと続かなくなり、新聞を読むのがいやになる

○自分の仕事、興味以外でも重要度で必読の記事
（Ａ）1面の記事。題字下「きょうの紙面」で紹介されている

記事（経済ニュース以外も含む）
（Ｂ）国内総生産（ＧＤＰ）の記事。内閣府が発表、夕刊1面、

年4回。諸外国のＧＤＰも重要
（Ｃ）日銀短観（日銀の「企業短期経済観測調査」）。国内

の企業約1万社を対象に調べる景気動向調査で、景気判断
をするうえで最も信頼度が高い。夕刊1面、年4回

（Ｄ）国家予算案発表の記事。通常年末に発表され、翌年1月
からの通常国会に提案、審議される

（Ｅ）日経平均株価、外国為替相場の数字
（Ｆ）失業率、有効求人倍率、鉱工業生産指数、景気動向指

数、貿易統計など景気判断の材料となるような基本的経
済データも月例で発表されるので目を通す

○新聞記事の構成、編集の仕組みを理解する
（Ａ）新聞記事の構成は「逆三角形」（頭でっかち、尻すぼ

み）で、重要なことから先に書いてあり物語の書き方と
は異なる。また、左側の奇数ページが重視され、重要ニュー

スが載る
（Ｂ）大きいニュースは「見出し」「前文」（リード）「本

記」で構成され、これに「解説」がつくこともある。忙
しいときは「見出し」「前文」「解説」を読んでニュー ス
を理解すのも一方法
（Ｃ）朝夕刊セット地区では、夕刊に掲載されたニュースは，

翌日の朝刊には載らない。夕刊を見ないと大ニュースを
見落とすこともしばしばある

○報道メディアとしてのテレビと新聞の比較
（Ａ）速報性の点では、新聞はテレビに太刀打ちできない

（台風、地震などのニュース）
（Ｂ）しかし、情報量では新聞が圧倒的に多く、背景説明、

解説などでも優位に立つ
（Ｃ）特に、経済記事はその特性（数字などが多い）から、

テレビは新聞に対抗できない
（Ｄ）経済情報では「第一報はテレビで、詳しくは日経で」

がベスト

○記事の活用度は読者の「問題意識」で決まる
（Ａ）「問題意識」とは「物事に興味、関心と驚きを持つこ

と」である。
（Ｂ）問題意識の対象が拡大すれば読みたい記事も増える
（Ｃ）その結果、日常の仕事、経営判断にそれを活かす道が

開ける

○現代は カ ・ キ ・ ク ・ ケ ・ コ ・ デ ・ ス ・ ネ
（Ａ）新聞活用度を拡大するには、自分なりにテーマを決め

て、興味を広げ、深化させることが肝心
（Ｂ）上記のキーワード「カ・キ・ク・ケ・コ・デ・ス・ネ」

は講師からの提案
カ＝株価、環境問題、キ＝規制緩和、企業買収、牛肉
ク＝グローバル化、ケ＝景気、原油価格、健康指向
コ＝高齢化社会、雇用問題、デ＝デフレ、電子化社会
ス＝スーパー再編（特にダイエー再建問題）、スポーツ
（特に、プロスポーツと企業の関係の情報）
ネ＝年金、ネット社会

ジャーナリスト（元日経新聞編集委員）

沢井 三雄 様


